
風速と放水射程に関する実験
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1. 1;; Lカぜき

1tJ.水射瞳が 凪によ勺ZそうとうのlIi却を萱りるこ

とは主主々の経験上から明らかであるが これらにつ

いて明記tされたものは，今までに，ほとんどない白が

現状である.このため.Ja速と放水射喜の悶保を求め

ようと実験を行勺た

実用上問題となる範盟の風速で.しかも一様なE連 第 2閏

を得るため，航空聾白鼠を利用するよとと L.東京国

際空幸に依領したと ころ，こニろぷ <7;"されたが.

坦障が大きいため，必熱的に時間的制約があり この

聾験においても 克ll"なデーターは得られなか勺た

l回白実験にて，風繍方向。風上方向の肱水射星を

攻めたかったのであるがI 重量食上.不慣れな点もあ

り，その経識を生か Lて2回目の実験を行。た

いずれも.き円めて少いT ターなのでp 本報告白

内容は.一応の目安あるいは傾向を示すものと Lて，

今桂の研究の参考としたい

2 目的

liJ.1I:射程 n~，風によってどのような野哲を畳けるか

宕調べ，強即時における梢肪対策上の質料とする

3 橿 要

111 実験の方法

結空機の尭晶援により発生する風を利用 L 且

横方向あるいは風上方向に放水Lて波水射程合間

定する

121 主験日時

第 i回実験〈且出方向〉

昭卯31-'1'1月11B P.Ml.1O-P.:vJ3曲

第2回実験(風上方向〉

昭和38年4月24日 P.Ml田--P.M2回
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捌定および捕曲者 35名

1l<1I:関罪者 20名

杭空撞関係者 5名

E十 60名

醐定および補助者 28名

紋水関係者 10名

航空器開保老 5名

計 43名
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壇名 第 1回 =笠号

第 2@1 白馬号

4 翼監の桔畢

'"吏験からf4られた結果は [軍 夜J[第 2表]お

よぴ{箪 1図J[草 2図]のとおりである

[軍 1褒] 凪出方向の比水射程 (m) 
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[1i! 2表] 風上方向の歓水射程 (m) 
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Uお 立肢の柑定位思およびその怯討については

2. 3の各此水身l程の現に記す

[1吉i図] 凪柿方向の此 [第2図] 風上方向の位

ホ射屈 氷射程
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5 考 宗

この聖駐結果からみると。風速がlOmJ5 以上にな

ると いずれも世話、射程が無風時の見~同程度まで減

少する

また.風ム方向でも風続方向でも放水射程は大差な

いようにみえる.

量風下の火JIi現唱において消火活動する湯合、自離

の風は，lJl訟の匝があり またIl!.の方向も一定しない

ので。必ずしもニの世恒どおりとならないのは当離で

ある しかし.量験より 大量高圧放水でなければな

らないといわれており，この安験の結果からも，それ

がうなずける

さらにt 現在各隊の持っている替口 1 あるいは隊員

の保符できる圧力では，有効な且*はできないと考え

られる これに対処するには より彊力な散水ができ

るような大口亜の醤ロおよび簡先の保持能が必要であ

ろう

2 風様方向白放水射程

(第i目安佐)

軍駐の条件

IJI風速条件

航空臨ユソジンの回転o.

世水位置の凪連

121 欣水条件

長ソプ圧力

1.5回 r.p.m

15. 20mJs 

3. 4， 5k&/clI: 

ノズル口径 22.2， 25.4mm 

仰向 0・

(ただし. I、の保持のため変動あり)

2 測 定方法

エ Y ジ Yの回転世15曲 r.p.mとし.航空樺桂方の各

点の風速を醐定する ついてP所定位置に筒先を配置し

凪肪方向に肱氷ずる 凪下側。こ 5m間隔に人員を配置

し.写真により此水射程を計削する

3 間定の記躍

各測定の記録は， [車3表)[車3図]のとおりであ

る.

[第 3表〕 放水実験酬定植

持|凪 連 ノズルロ置||ポン/プ'"'圧〉力 ノズ/ル'"'匡〉力(mm) I (kg (k， 

7 22.2 3 2.8 

8 • 4 ? 

9 6・ 5 4.6 

10 
15m/s 

25.4 3 2.6 

11 • 4 3.0 

12 • 5 3.7 

1 22.2 3 '.0 

2 " 4 3.0 

3 • 5 '.0 

4 
20mj 5 

25. .. 3 '.0 

5 • 4 ? 

6 ' 5 3.2 

[第3図] 且連副定の結果
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4 安験結果の検討

111 風速について

この喪験では守且描から位水するため 放水射程内

の風速が一際tあることが望ましい このため各点

白地上 1mおよび 2mの風速を醐定した そう とうの

( 2 ) 
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その傾向は【箪 4図]のようにな
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ノスル圧力について

二の実験では オ，，，プ圧力を 3.4. 5.."田宮と

して。その時のノズル圧力をピトー ・ゲージで醐定

した ポユノプ庄力およびノズル圧力の測定誤差のた

めか記轟からは.同ーポ yプ圧力の場合でもノズル

圧力にかなりの差異があり，ピト ー ・ゲージの捌定

植をそのまま採用するのに鹿間を生じた そのため

ノスール圧力の量掴監を也ととして。各ポゾプ圧力の

場合のノスル圧力含ー定と Lた その岨は[第4表]

のとおりである

S 'G '$ -2m 
ーー一- .込.，.ぬ3→

12) 

3 .蜘

1.5回r.p.m

20m/s 10. 15， 

各放水暗に酬定

1 krfc..: 5. 

22.2mm， 25.4.mm  

32・〈晋具に固定)

3. 

軍般の章件

風速条件

航空撞エYジソの回転Jlc.

量水位置の凪連

由時毘

放水条件

ノズル臣カ

ノズル口径

(1) 

(kgfcll'勺

25.4 

• 
4.4 

'.1 

5 
" 

ノズル圧力[車 4褒]

72云~I
22.2mm 

• 
(21 

抑角

測定の方法

所定風速の位置に。筒先を向けて段IIn.筒先より

前方に 5m間隔の闇石§圃を韮ベ， 針畢圃定由基'"と

する所定圧力にて故水している聞に各掬定.写真

~i惨を主箱する

測定のE盟

各醐定の記録は {第5衷](軍6図]のとお りである

2 

3. 

肱水射器について

写真より肱水射亜をrt闘すると[草)l!tl (第5図]

のように匂る.

この当局会風下より憧串したため，水のしぶきによ

りAl穫を計測するのは，不可能に近いが.射程の置

大愚と最少限を自安として射fiを求めた

[第l図]のように。無風時の1/1.水射瞳と比較する

と拍~同に伝ヲているニとがわかる.さらに，圧力

を上げても射旦はそれほど伸びないような匝勾と思

われる

(3) 

雌

喜警 (風m/当速〉
ノズル口桂 ノズ:A/td圧〉力 Iポン/プ四圧つ力 跡聞いma|垂問哩|換手(mm) 〈同 (.. 

i 10 22.2 3 5.5 左 7.5 ι5 NE 3.3 

2 " • 5 9 • 8.0 5.' " 3.5 

3 ， . 7 14 • 12.0 '.0 • 3.0 .. 
( 3 
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提験
弘連|ノズ，同医|ノズル圧力lh按 |跡位置 語、平(m射〉程 畳E(m射JE 1|l 風8fm向峨/現s連風〉番号 /.) I (mm) I (""a;.ワ('"

4 15 25.4 3 6 右 5.0 3.0 • 3.8 

s • • 5 10 • 8.0 5.0 . 2.1 
6 • ， 7 l' ， 10.0 6.0 • 2.1 

7 15 22.2 3 5.5 左 6.0 3.5 • 2.9 

8 • • 5 9 . 7.0 4.5 . 3.4 
9 • • 7 13 ， 10.0 6.0 • 3.' 
10 20 25.4 3 6.5 右 6.0 3.5 EN E 3.3 

11 ， 5 11 • 7.5 4.5 ， 4.0 
12 a • 7 15 • 10.0 6.0 ， 3.5 
13 20 22.2 3 5.5 左 3.5 2.0 3.' 
1< ， 5 9 ， 6.0 3.5 • 3.0 
15 • • 7 13 10.0 6.0 . 2.8 
16 10 噴揺 ? 9.5 右 '.0 4.5 E 3.2 
17 自院凪 22.2 3 5 左 15.0 8.5 4・3.2 
18 ， 

' 5 9 ， 20.0 11.5 ， 3.9 
19 ， 7 12 • 2'.0 15.0 ES 5.0 
20 ， 25.4 3 7 右 22.S 10.0 • 5.0 
21 ， • 5 11 • 27.0 12.0 • 5.0 
22 • • 7 14.2 ， 30.0 15.0 • 4.5 
24 ， 噴窃 7 9.5 右 19.0 10‘。 ， 4.6 

風速と距般の簡保
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[第7図]
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風速圃定および滋水位置

以¥

[第6図]
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この場合.左翼倒と右翼圃で臭った回毎になヲて

いるの""自酷JB.oL'J曹と思われる

121 量水射程について

且連および歓*射居の掴定記躍ならびに写真よ

り 水平の放水射程を*めると. (1師表J(第8国]

@とおりである.

(I!i 6褒] 風上方向の鉄水射畢

" 
昼 '0 .， :'1' 

- I'¥<l: T t ..，. ~) • 

(m】

討℃、くせと'"認輩~eカ: 

22.2 (7/8つ 25. " (Jつ

3 I 5 I 7 3 I 5 I ' 
aw， {{{l写文写自目目 瞳真真制捌ì~.リ

17 22 26: 19: 24 28 
10・ 7.5 8.0 12.0 

4.7 6.5 12.0 
5.0 15 • 6.0 7.0 10.0 8.0 10.0 

'.5 5.5 7.0 4.5 9.0 11.0 

o. {写罰
3.5 6.0 10.0 6.0 7.5 10.0 
2.5 6.0 10.0 

自然凪 {j耳
15 201 271 22.5 27 30 
15 201 24咽 20 26 31 
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・色

風速について

ニの望験では，航空挫のプロ ペラによる鼠を利用

しているため。プロペラからの距離によって，その

凪速が異なる 各凪速を醐定Lた結果より i 風速と

距離の間保は.(車7図〕のようになるs

軍駐結畢の憤肘4 

111 

〉4 ( 



[第8図] 底上方向の肱水射唖 と{第!日図)(第11図]白ようになる
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{第10図] 政水射畢
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a:水射程として計調したのは '"証8世E力を有 L

ており.かつ'"の半世以上が到達Lていると判断さ

れる点を選んだ さらに，風速 20m/5， ノズルロ

1.i22.2mm，ノスル圧力 7kr./c.zの場合のように水

誌が白風の眉を突置けていると思われるものについ

ては。それらを考自甚して値を週んだ。

つぎに， 故水された水面[~. /11.水位量の風車より

大なる且亜の中金通過するので測定した射星がその

風速における射屈ではな <.当然その射程Eより大に

なるわけである よのため依水射程の先端における

風車がー聞にあ。たと匝定した喝合，各，10， 15. 

20m/sの風速における射程を作固により求めると

{第9図]のように匂り. ニれ含走の図に担き加える

{第9図] 放水射程の補正
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{第11図]故水射星
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したが勺て。風速がー慌の場合の放水射程は，

[第10図)(獄11図]の2本国語自問〈筑悼を引いた

部骨)じある二ととなる

霊砲の肱水射屈は仰1'1が32・であり.水流は直線

とみZ返せるから.水'1'の政木射自に0.625(t::ln32・〉

を虫ずれば4い

( 5 ) 



[第2図)，こおいて.過去の文献にある無風時の有

効肱水会l畠と比較すると.lS-20mjsの凪速におい

て， ノズルロ1l25.4mmの喝合約見 22.2mmの窃

合的見の射屈にな。ている.

4 考察

1. 考察するに障して

この喪験についτの考慣を加えるにあたり.あらか

じめ次のことを倒7添いただきたい。はしがきにも

記したように。各種の制約があるため充分な買科が得

られていない したがって.結果および考擦について

も.かなり無理な推定が入うて〈るニとである

さらに ニのような考商は無意味とも思われたtI'.
今世の曾考とするため.あえて記すこととした

2 グラ フについて 〈その り

民世あるいは風上方向の1ll<1I<射程を決定するのに

1m前佳の限量はあると思われるが，一応平均的な値

をとると前記のような結畢が1・られる

この結畢をグラフに画き 原点方向に伸ばすと〔草

12図]のようになり.凪横方向@政ホ射亜の関線は原

，r#.にー量し.凪上方向でほIII軸と空豆する

【耳12図} 水平位11<射程の傾向
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さらに風上方向@位水射星で比横軸と空豆する点

(射畢oの"')がノズルロ芭と関障な<.量11<方向bこ

ようてその点が定ま り.風速が大になるほど，その査

は右〔ノズル圧力大の方向)に移動する.且速が 0な

らば原点とー草する あたかも且遣がノズル圧力に畢

算されたようにみえる

また，風樹方向の翁合.故11<方向の風速は Oである

ので.原点とー置することから，このような傾向が存

在するので憾ないだろうか

もちろん ノズル圧力.射程がoの近辺では成立し

ないと思われるが 匝怨の点としτ利用できるのでは

ないだろうか

3 グラフについて 〈その 2)

風樹および風上方向の射極の曲躍は ある点で宜主

L.それ以上のノ"ル圧力で隠風上方向の方が，射置

が大になるようである しかし風倹方向の場合 "" 

ル正力 5.7'q{ca'!で型施していないので宝Eするか

どうか曜かでないー一応宜主すると Lて，その理由を

考えてみた

まず物体(団体〉を打出した揚合を考える 風上方

向では，風のため空克低抗は増大しその射程は風速o
の場合より眼少するであろう しかし風闘方向では.

風速は， 射虚に対する型Jlill!抗の増大とはならないの

で.物体は風下方向に概されるだけである すなわち

射程は減少しない あるいは，ベクトル和のため地加

する.

しかしながら.今問題としているのは水置である

1I<iiでは.1舗の物体で伝 〈ある程度連茸しているも

のであり，また盤がりがある この鉱がりのため水車

の周囲の氷雨は 且の野署を置けて散ってしまう

良債方向の婦合bニは.水置はノズルを出たとこみか

ら鼠を畳防水寵周囲の水摘は.且に寵され阻次散って

しまう 射程が4....5m(らいになると水車は韮証性

がな<'.り白活の塊の連続となるので風の車~S;が大き

<.射畢は伸びない

よれに対して 風上方向では，ホの境とな。ても

それらの聞に古まれる空買と一体になって飛ぶので

民の修曹は.射畠の先端付近で最も大となり途中の水

誌はそれよワ前方にある水慌のため風の蕗曹を萱けに

〈い.水は連動ニユネルギーをあまり損失することな〈

射程先端近〈まで遣するこのため射畠は宰外伸びる

このように考えたのであるが，同一象件にて果して

風土方向の射程が大になるかどうか鈴鹿機と書正式の

消火器を用いて'J、担練費騒を行った ニの結畢も同様

であり 風土に向けた時が射畢が大であり。制あるい

は績に且を受けると射哩は直〈なる 風下じ向けると

射畢砿患に増大する

以上.理歯等について通ベたが.これらのlR'につ

いて.間批判を向きたい.

4 文献について

無風時の歓氷射程について弘.フりーマンにより空

間されたものがある さらに且置が .t.....Smjs以上の

向い風の情合 射程は約叫96<らい短縮するといわれ

ている (本型験では 風連1O......20m!sで日~比にな

うている 〉

また，消防研究所級告1953，通巷12号〈瞬間揖監に

( 6 ) 



よ る;n~'(生水量の置集 ・ 熊野島平氏}による水誌を瞬

間話:133した写真で!1:. ~イソチ。回ポγ ド〈約18mm

.s qlt:::t:)の場合で筒先から "m以上に〈よると;1;置

は骨到し境の連続となうている lイ ソチ.60ポゾ

ー (25..，¥mm，釣4同/個りでも 4m以上に与ると"'

a賓と伝勺ている これらのホの壇の中に入り込んだ

~Äは ある彊度水と同閣の穆動をしているとみてよ

いだろう

また 消防罰究所繰告'950.軍 l号(消火噴誌にN.

;!'す且の野署富場清氏〉では，予備実験として走行

中の自動車より消火器を用いて肱水Lている しか

し その佳のf申告を昆ていないので.結果については

不明である

5 むすび

以上.いろいろ述べたが。所詮デ-..ーの不足は免

れず。かずかずの無理がみヲた しかし 一応の目

安.傾向として.つFのことがいえよう

111 風速が10m/s以上になると その肱水射程は無風

時の的見~同ι暗少する.

121 Bl亙10......ZOm/.sの範閣では，ノスル圧力 5krft:.t 

程度で.11.揖風土方向とも その紘水射程はほぼ

同様である

今まで。 嫌な風速を向ることが困障なため町風速

を考噂した世水射程については求められていなか勺た

が今回除り伝りにL散値が得られた

よれらの置岨の中にも さらに賓験して確認したい

事柄が多多ゐヲ 今睦瞳会をとらえて聾験を行い。修

E したいと思う.

( 7 ) 

，a桂ι本実験。こ協力された空港開師者'1.らびに部門

の関係者に海〈悪甜ずる




